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ABSTRACT 
Bioethics has grown rapidly throughout the world， and now plays a central role in 
professional and public debates， and bioethical issues feature prominently in legal， medical， 
and policy agendas worldwide. Bioethics is defined by the International Association of 
Bioethics founded in 1993 as follows; bioethics is the study of the ethical， social， legal， 
philosophical and other related issues arising in health care and in the biological sciences. 
In other words， bioethics is the evaluation of life， in which only reasoned and open debate 
can lead to the most justifiable conclusions. Historically well evaluated “The Hippocratic 
Oath" has been part1y denied and criticized， because of the lack of the concept for 
informed consent. Thus， informed consent and self decision-making are the most crucial 
standard . inthe field of bioethics relating clinical medicine. This article gives an out1ine of 
the development and progress of bioethics in Western countries， especially in U.8.A. 
(Accepted on May 22， 2002) 









































































































* 人種差別反対運動 * ベトナム戦争 * 臓器移植の開始* 身体障害者の人権意識* 女性の地位向上運動* 消費者の権利意識
























































































































































































的には， r他山の石j として， 日本の風土や制度
あるいは社会通念に適合するバイオエシックスを
育むことが肝要であろう.
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参考資料1:患者の権利章典(アメリカ病院協会， 1973年)
アメリカ病院協会は，以下の患者の諸権利を尊重することがより効果的な患者のケアならびに患者，
その医師および病院組織のより大きな満足に貢献するという期待をもって，患者の権利章典を発表す
る.さらに，当協会は，これらの権利が治療過程の必要不可欠の部分として患者のために病院によって
支持されることを期待してこれらの権利を発表する.医師と患者との聞の個人的な関係(personal
relationship)が適切な医療ケアにとって必須であることは認識されている.伝統的な医師 z 患者関係
は，ケアが組織的に施されるとき，新たな局面を迎える.判例は，亙療機関もまた患者に対する責務を
負うことを確立している.これらの諸要素の承認のもとに，これらの権利が確認されるのである.
1.患者は，思いやりのある，丁重なケアを受ける権利を有する.
2.患者は，自分の診断・治療・予後について完全な新しい情報を自分に十分理解できる言葉で伝え
られる権利がある.そのような情報を患者に与えることが臣学的見地から適当でないと思われる場合
は，本人に代わる適当な人に伝えられねばならない.患者は，自分に対するケアを調整する責任をもっ
医師は誰であるか，その名前を知る権利がある.
3.患者は，何らかの処置や治療をはじめる前に，インフォームド・コンセントを与えるのに必要な
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情報を底師から受ける権利がある.緊急時を除いて，そのようなインフォームド・コンセントのための
情報は少なくとも特定の処置や治療，医学上重大なリスクや無能力状態がつづくと予想される期間を含
まなければならない.ケアや治療について底字的に見て有意義な代替の方策がある場合，あるいは患者
が医字的に他にも方法があるなら教えてほしいといった場合は，患者はそのような情報を受け取る権利
をもっている.患者は，又，処置や治療について責任を有する人の名前を知る権利を有する.
4.患者は，法が許す範囲で治療を拒絶する権利があり，またその場合には医字的にどうし、う結果に
なるかを知らされる権利を有する.
5.患者は，自分の医療ケアプログラムに関連して，自己のプライパシーについてあらゆる配慮を求
める権利がある.症例検討や専門監の意見を求めることや検査や治療は秘密を守って慎重に行われなく
てはならない.ケアに直接かかわるもの以外は，患者の許可なしにその場に居合わせてはならない.
6.患者は自分のケアに関係するすべての連絡や記録が守秘されることを期待する権利を有する.
7.患者は病院がその能力の範囲内において，患者のサービスについての要求に答えることを期待す
る権利を有する.病院は症例の救急度に応じて診察やサービ、スや他民への紹介など、を行わなくてはなら
ない.転院が医学的に可能な場合でも.転院がなぜ辺、要かということと転院しない場合にどう L、う代案
があるかということについて完全な情報と説明とを受けた後で、なければ，他施設への移送が行われでは
ならない.転院を頼まれた側の施設は，ひとまずそれを受け入れなくてはならない.
8.患者は，かかっている病院が自分のケアに関するかぎりどのような保健底療施設や教育機関と関
係を有しているかに関する'情報を受け取る権利を有している.患者は，自分を治療している人たちの間
にどのような専門職種としての〔相互の〕関わり合いが存在するかについての情報を得る権利を有す
る.
9.病院側がケアや治療に影響を与える人体実験を企てる意閣がある場合は，患者はそれを通報され
る権利があるしその種の研究プロジェクトへの参加を拒否する権利を有している.
10.患者は，ケアの合理的な継続性を期待する権利を有する.患者は，予約時間は何時で底師は誰で
診療がどこで、行われるかを予め知る権利を有する.患者は，退院後の継続的なケアについて，医師また
はその代理者から知らされる仕組みを病院が備えていることを期待する権利を有する.
11.患者は，どこが医療費を支払うにしても請求書を点検し説明を受ける権利を有する.
12.患者は，自分の患者としての行動に適用される病院の規定・規則を知る権利を有する.
権利のカタログが，患者が期待する権利を有するところの治療を患者に保証するのではない.病院
は，疾病の予防および治療ばかりでなく，医療関係者および患者の教育ならびに臨床研究を遂行するた
めの多くの機能を持っている.これらすべての活動は，患者に対する多大な配慮とともに，そして，と
りわけ，患者の人間としての尊厳の承認を伴って行われなければならない.こうした尊厳の承認が，患
者の諸権利の擁護を保障するのである.
(厚生省民事課「生命と倫理について考える」より)
参考資料2:ヒポクラテスの誓い
医神アポロン，アスクレピオス，ヒギエイア，パナケイアおよびすべての男神と女神に誓う，私の能
力と判断にしたがってこの誓いと約束を守ることを.この術を私に教えた人をわが親のごとく敬い，わ
が財を分かつて，その必要あるとき助ける.その子孫を私自身の兄弟のごとくみて，彼らが学ぶことを
欲すれば報酬なしにこの術を教える.そして書きものや講義その他あらゆる方法で私の持つ医術の知識
をわが息子，わが師の息子，また匿の規則にもとずき約束と誓いで結ぼれている弟子どもに分かち与
え，それ以外の誰にむ与えない.
私は能力と判断の限り患者に利益すると盟、う養生法をとり，悪くて有害と知る方法を決してとらな
い.頼まれても死に導くような薬を与えない.それを覚らせることもしない.問様に婦人を流産に導く
道具を与えない.
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純粋と神聖をもってわが生涯を賞き，わが術を行う.結石を切りだすことは神にかけてしない.それ
を業とするものに委せる.
いかなる患家を訪れるときも，それはただ病者を利益するためであり，あらゆる勝手な戯れや堕落の
行いを避ける.女と男，自由人と奴隷のちがいを考躍しない.医に関すると否とにかかわらず他人の生
活について秘密を守る.
この誓いを守りつづける限り，私は，いつも医術の実施を楽しみつつ生きてすべての人から尊敬され
るであろう.もしこの誓いを破るならば，その反対の運命をたまわりたい.
